
様
式
第
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
五
十
七
条
中
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（
都
道
府
県
労
働
局
長
が
使
用
検
査
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
五
十
七
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
前
条
の
使
用
検
査
の
業
務

の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中

「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
六
十
二
条
第
二
項
中
「
高
圧
ガ
ス
保
安
法
」
を
「
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）」に

改
め
る
。

第
七
十
四
条
の
二
中
「
第
一
種
圧
力
容
器
に
係
る
」
を
「
第
七
十
三
条
第
二
項
の
」
に
、「
に
お
け
る
第
七
十
三
条

第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
」
を
「
に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
に

改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
中
「
経
験
が
あ
る
者
で
あ
つ
て
」
を
「
経
験
が
あ
る
者
で
」
に
改
め
、
同

条
第
三
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
に
合
格
し
た
も
の

\

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三

百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六

年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）、
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校
令
（
昭
和

十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
実
業
学
校
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）又
は
中
等
教
育
学
校
に
お
い
て
ボ

イ
ラ
ー
に
関
す
る
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
、
ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
い
に
つ
い
て
三
月
以
上
の
実
地
修

習
を
経
た
も
の

]

ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
い
に
つ
い
て
六
月
以
上
の
実
地
修
習
を
経
た
者

^

都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
登
録
教
習
機
関
（
法
第
七
十
七
条
第
三
項
の
登
録
教
習
機
関
を
い
う
。）が
行

つ
た
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習
を
終
了
し
た
者
で
、
そ
の
後
四
月
以
上
令
第
二
十
条
第
五
号
イ
か
ら
ニ
ま

で
に
掲
げ
る
ボ
イ
ラ
ー
を
取
り
扱
つ
た
経
験
が
あ
る
も
の

_

都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
修
了
し
た
者

`

\
か
ら
_
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

第
百
一
条
第
一
号
ロ
中
「
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）」を
「
学
校
教
育
法
」
に
改
め
、「
大

学
（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
大
学
」に
改
め
、

「
高
等
専
門
学
校
（
旧
専
門
学
校
令（
明
治
三
十
六
年
勅
令
第
六
十
一
号
）に
よ
る
専
門
学
校
を
含
む
。以
下
同
じ
。）」

を
「
高
等
専
門
学
校
」
に
改
め
、「
そ
の
後
」
の
下
に
「
二
年
以
上
」
を
加
え
、「
二
年
以
上
の
」
を
削
り
、
同
項
第
二

号
ロ
中
「
高
等
学
校
（
旧
中
等
学
校
令（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）に
よ
る
実
業
学
校
を
含
む
。以
下
同
じ
。）」

を
「
高
等
学
校
」
に
改
め
、「
そ
の
後
」
の
下
に
「
一
年
以
上
」
を
加
え
、「
一
年
以
上
の
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を

削
る
。

第
百
十
三
条
中
「
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
免
許
は
」
の
下
に
「
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
」を
加
え
、

「
者
に
」
を
「
も
の
に
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

令
第
二
十
条
第
五
号
の
業
務
の
補
助
の
業
務
に
六
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者

二

ボ
イ
ラ
ー
（
令
第
二
十
条
第
五
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
ボ
イ
ラ
ー
の
う
ち
小
型
ボ
イ
ラ
ー
を
除
い
た
も

の
を
い
う
。）の
整
備
の
業
務
又
は
第
一
種
圧
力
容
器
（
令
第
六
条
第
十
七
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
第
一
種
圧
力

容
器
の
う
ち
小
型
圧
力
容
器
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。）の
整
備
の
業
務
に
六
月
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
三

第
九
十
七
条
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
者

第
百
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
五
条

削
除

第
百
二
十
五
条
第
一
号
中
「
第
三
条
」
を
「
第
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。
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